
神戸芸術工科大学 教育研究上の目的 
 

神戸芸術工科大学（以下「本学」という。）は、人間生活にかかわる関係諸学を総合的にとらえ展開す

る「芸術工学」の教育・研究を通じて、広い教養、専門的知識、能力、技術とコミュニケーション力を備

えた人材を養成することで、社会に貢献することを目的とする。 

 

■芸術工学部 

人間生活にかかわる関係諸学を総合的にとらえ展開する「芸術工学」の教育・研究を通じて、広い

教養、専門的知識、能力、技術とコミュニケーション力を備え、よりよい社会の実現に寄与できる能

力を有する者の養成を目的とする。 

その目的を達成するため、専門分野として、建築・環境デザイン、生産・工芸デザイン、ビジュアルデ

ザイン、メディア芸術をおく。 

 

●建築・環境デザイン学科 

大学卒業生としての基礎的な教養と、都市からインテリアまでの多様な空間スケールを対象とする

建築・環境デザインに関する専門性、幅広い視野と知識に基づく実践的総合力と自分の考え方を表

現する力を修得し、柔軟な思考力と構想力を養い、社会で活動するために必要な教養とコミュニケ

ーション力及び実践力を有する者の養成を目的とする。 

 

●生産・工芸デザイン学科 

大学卒業生としての基礎的な教養と、コミュニケーション力を身につけ、プロダクトデザイン、ファッ

ション・テキスタイル、クラフトにおける専門性と幅広い知見、技術及び表現力を修得し、専門性を活

かした上で分野融合力及び社会で活動し貢献できる実践力を有する者の養成を目的とする。 

 

●ビジュアルデザイン学科 

大学卒業生としての基礎的な教養と、グラフィック・コミュニケーションデザイン、WEB・デジタルデ

ザイン、エディトリアルデザイン・イラストレーションに関する専門的な知見とビジュアルコミュニケー

ションの多様な表現力を修得し、社会活動や芸術表現領域に創造的な貢献ができる実践力及びコ

ミュニケーション力を有する者の養成を目的とする。 

 

●メディア芸術学科 

大学卒業生としての基礎的な教養と、コミュニケーション力を身につけ、「まんが・コミックイラスト」

「映画・映像・アニメーション」「CG・ゲーム」などの各メディア芸術分野における専門性と幅広い知

見、技術及び表現力を修得し、社会で活動し貢献できる能力を有する者の養成を目的とする。 

 

 

 

 

 



神戸芸術工科大学 大学院 教育研究上の目的 
 

現代の状況に即応するデザイン理論の深化により「芸術工学」の学問的確立を図り、その専門的研究

を通し、多様化したデザイン・アート環境に対応するため、高度な専門的知識、能力、技術を備え総合

的視野をもつ研究者ないしは指導的実務者の養成を目的とする。 

 

■芸術工学研究科 

人文、社会及び自然の諸科学にまたがる知識並びに芸術的感性及び豊かな教養を基盤として、

様々な専門分野を横断的に学修し、既存の専門分野の特性を踏まえながら総合化し、人間の立場

から科学と芸術を総合する高い次元の研究者、デザイナー及びアーティストを養成する。 

 

●芸術工学研究科 芸術工学専攻 

 「芸術工学」を基盤にして、デザインやアートの学術活動を通して、高度な知識・能力と技能を身に

つけ、創造性豊かな研究開発の能力を持つ研究者の養成並びに確かな教育能力及び研究能力を

兼ね備えた指導者の養成を行う。 

 

●芸術工学研究科 総合アート＆デザイン専攻 

デザインの制作活動や学術活動を通して、創造性豊かな感性を育み、現代の多様化した環境とシス

テムに対応できる専門知識、能力、技術を備え、実践的な構想及び戦略を計画・立案できる総合力

を持ったデザイナーの養成を行う。 

また、IT 及びメディアを駆使した感性豊かな先端的芸術や伝統に根ざした文化・芸術を通して、高

度なアートの専門知識及び卓越したアートの表現能力、技術を備えた総合的なアーティストの養成

を行う。 

 

 

 

（2023 年度以前入学生用） 

 

神戸芸術工科大学 教育研究上の目的 
 

人間生活に最も適合する科学技術を発展させるため、人間の立場から総合的に科学技術を駆使する

「芸術工学」の教育研究を通じて、人文、社会、自然の諸科学にまたがる芸術的感性と豊かな教養を融

合し、人々を豊かにする総合的視野をもつ新たな表現に挑戦するデザイナー、芸術工学の教育研究を

通して新たな時代を切り拓く創造性豊かな研究者や指導的実務を担うクリエイターの養成を教育目的

とする。 

 

■芸術工学部 

「科学と技術」「芸術と文化」「人間と歴史」の学問分野にまたがる「芸術工学」の基礎知識を学び、人間

の生活や環境を機能的で心地よく、さらに美しくするためのデザイン、並びに時代が求める最先端の



芸術についての教育研究を行うことを目的とする。 

専門分野として、環境デザイン、プロダクトデザイン、ビジュアルデザイン、映像表現、まんが表現、ファ

ッション、アート・クラフトをおき、時代の発展・変化を背景に生まれるデザイン、現代アート及びメディ

ア・アート、さらには、伝統的な文化・芸術から創生される新しい感性を表現活動の実践から身に付け

た高度な表現者・教育者を養成する。 

 

●環境デザイン学科 

自然・歴史・社会・経済・文化などの多様な背景を持つ建築・ランドスケープ・都市・地域環境におい

て新たな時代に呼応できる創造的構想力を持つ空間デザイナーやクリエイターを養成する。 

 

●プロダクト・インテリアデザイン学科 

変化する社会のニーズを鋭敏に把握し、使う人々の心身の多様性を理解し、モノやコト、誰もが心

地よく暮らせる空間をデザインできるデザイナーやクリエイターを養成する。 

 

●ファッションデザイン学科 

ファッションを通じて新しいライフスタイルを提案することができるデザイナーを養成する。 

 

●ビジュアルデザイン学科 

現代の情報社会で必要とされるビジュアルコミュニケーションにおいて必須となるデザインの表現技

術と想像的構想力をもつデザイナー、クリエイターを養成する。 

 

●まんが表現学科 

変化していくメディアの中においても、新しい表現形式や発表方法に対応することができる柔軟な

思考と発想力のある人を養成する。 

 

●映像表現学科 

映像に関する多様な表現領域に新たな価値を提供する技能や能力を養成する。 

デジタルクリエーションコースでは、デジタルコンテンツ創成に関する論理的思考力、サイバーフィジ

カルな環境におけるコミュニケーション能力、メディアテクノロジーを背景とした芸術的表現力、デザ

イン思考力及び社会的倫理観をもつクリエイターを養成する。 
 

映画コースでは、映画制作、映像表現の基礎と応用について学び、映画・映像世界で活躍できる能

力を養成する。 
 

アニメーションコースでは、想像力である「アイデア」と、表現力である「テクニック」を一つとして捉

え、芸術として映像作品を創り出し、多くの人が関わる映像制作業界の中で自らの能力を発揮でき

るクリエイターを養成する。 

 

●アート・クラフト学科 

絶えず変化し複雑化する現代社会に対応しうる広い見識と個性的な創造力を有する美術家や工芸

家、あるいは教育者を養成する。 




